
６月の行事予定

５日（水） 歯科検診

１５日（土） 家族の日参観

２０日（木） 弁当日

２６日（水） ６月誕生会

新年度がスタートし、早くも１ヶ月が経ちました。４月の初
めは小さなお友だちは泣き声の大合唱でしたが、少しずつ
笑顔で過ごせる時間も増えてきました。進級したお友だち
もちょっぴり緊張した表情でしたが、新しいクラスのネーム
を「すみれさんだよ！」「スーパーこすもす組だよ！！」と
誇らし気に見せに来てくれました。
めいろうこども園のとーっても広い園庭では、もも組さ

んはヨチヨチ歩きで探検中！「テントウムシだよ！」とお兄
ちゃんたちが見せてくれたり、ピーピー笛（からすのえんど
う）の音が聞こると不思議そうにしたり、お兄ちゃん、お姉ち
ゃんたちにいっぱい刺激をもらいながら遊んでいます。今年
の大きなお友だちはもも組さんの様子が気になるようで、
お部屋をよく覗きに来ては、「お名前なーに？」と興味津々
の様子です。「荷物持ってあげようか？」とお手伝いをして
くれたり、「お部屋に一緒に行こ
う！」と手を差し出してくれたり優
しい姿がたくさん見られました。何
年か前までもも組だった子どもた
ちが、いつの間にかお兄ちゃん、お
姉ちゃんになったなぁとうれしく思
います。
今年はとても長い連休なので、また登園を渋ることもあ

ると思います。朝はいつもどおりに、”いってらっしゃい”と元
気に見送って、帰ってきたら“頑張ったね”と、ぎゅーっと抱き
しめてあげてくださいね。きっとお子さんの心にパワーが湧
いてくると思います。田んぼのおたまじゃくしはかえるにな
ったかな？ダンゴムシはどこにいるかな？子どもたちが目
をキラキラさせ、気づき、感じ、遊びながら春を満喫したい
と思います。 大河
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園

長

５月の行事予定

８日（水） 交通安全教室

８～１７日 家庭訪問

９日（木） 給食試食会（すみれ）

１４日（火） 弁当日

１６日（木） ５月誕生会

１６日（木） 給食試食会(こすもす･たんぽぽ)

２２日（水） 内科検診

２３日（木） 避難訓練

２８日（火） 消防署見学(年中・長),弁当日
２９日（水） 〃 (すみれ･あじさい)

いろんな活動や行事には体力

が必要です。成長の基礎とな

るからだ作りは、幼児期に大

切なもの。子どもたちは、頭

と身体をフル回転させながら

探求と交わりを深め、日々体

幹を整えていきます！

２０１９年度 年主題 〈ことばに満たされて～ひびきあう～〉

0･1･2歳児５月主題 「見つけたよ」 3･4･5歳児５月主題 「見つけたよ」
月のねがい 月のねがい

◎神さまのお守りの中、園の生活に慣れ、穏やかなことばに満たされる(0) ◎さんびか、祈り、聖書のお話を通して神さま・イエスさまを身近に感じる

◎周りのようすに気づく(0) ◎保育者のそばで遊びを見つける(0) ◎好きな場所や素材・遊具・花や虫などを見つけ、親しむ

◎さんびかに親しむ(1.2) ◎あたたかい、穏やかなことばに満たされる(1.2) ◎安心して過ごす中で、気持ちを表したり、伝えたりする
◎園生活に慣れ、好きな遊びを見つける(1.2) ◎季節にあった歌を歌ったり、保育者とわらべ歌やふれあい遊びを楽しむ

◎自然の中で花や虫を見つけ、保育者に伝えようとする(1.2)

今月の聖句 「平和をつくるものは幸いです」
マタイ福音書５：９

平和は他人に求めるのではなく、自分が創り、自分が平和を実感するもの
平和は互いに他者と協力しなければならないことは勿論ですが、これが難しい。他者が納得し

て同調すればの話ですが、最終的には自分個人の決断の問題ではないでしょうか。自分がま
ず、平和を実践する者となる。もっと言えば、権利を主張せず、進んで損をする勇気を持つことで
す。自分の利益・自国の国益を優先させると平和は絶対築けません。自分が損をする、自分
が傷つく、自分が死ぬ覚悟さえ定まれば、戦争は起きないでしょう。「失う者はそれを得、得ようと
する者はそれを失う」のです。 452 年フン族がローマに侵攻したとき、時の教皇レオ１世は話し合
いによって、戦わずして平和を実現しました。永生中立国スイスは軍隊を持たない国で、他国か
ら攻撃されたことはありません。 1948 年南米コスタリカでは、軍隊を廃し、武器購入予算を福
祉に向けました。欧米諸国と集団安全保障を結んではしますが、米軍の駐留を拒否していま
す。「負けるが勝ち」ともいわれます。
幼な子たちに、この真理を学んでもらいたいものです。神さまに信頼すれば心が平安になり、自
分自身のうちにまず平和が築かれます。 牧師・前理事長 池田公榮


